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一般質問

大澤博克

環
境
保
全
及
び
創
造
施
策
に
つ
い
て

・
問
「
御
前
崎
市
環
境
基
本
条
例
」

に
掲
げ
る
基
本
理
念
は
、
保
全

と
創
造
で
あ
り
、
そ
の
意
味
は
市
民
が

快
適
な
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
開
発

は
行
う
が
、
環
境
へ
の
負
担
は
で
き
る

限
り
抑
え
、
手
を
加
え
な
が
ら
環
境
を

守
る
と
い
う
「
保
全
の
理
念
」
と
理
解

す
る
が
市
長
の
考
え
は

答
こ
の
条
例
は
、
環
境
へ
の
負
荷

の
少
な
い
持
続
可
能
な
社
会
の

構
築
に
向
け
て
、
市
民
が
自
ら
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
良
好
で

快
適
な
環
境
を
将
来
の
世
代
に
継
承
し

て
い
く
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
お
り
、

こ
の
基
本
理
念
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
と
し
て
は
、
社
会
情
勢
の

変
化
を
的
確
に
捉
え
、
将
来
を
見
据
え

た
中
で
、
よ
り
現
実
的
な
施
策
の
推
進

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
抑
え

る
た
め
に
市
民
が
で
き
る
こ
と

は
何
か

答
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
物
が
燃
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
有

機
塩
素
系
の
化
合
物
で
す
。
ゴ
ミ
を
な

る
べ
く
出
さ
な
い
こ
と
が
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
発
生
を
抑
え
る
一
番
の
近
道
で
す
。

ま
た
、「
ゴ
ミ
の
野
焼
き
」
は
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
の
発
生
原
因
と
な
る
の
で
、

法
律
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
一
般
廃
棄
物
と
産
業
廃
棄
物
の

違
い
は
何
か

答
市
民
生
活
の
中
で
出
る
ゴ
ミ
は
、

一
般
廃
棄
物
と
し
て
、
市
の
責

任
で
処
分
す
る
こ
と
が
法
律
で
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
営
利
を
目
的
と

し
た
事
業
活
動
の
中
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
、

一
部
を
除
き
産
業
廃
棄
物
と
し
て
、
排

出
者
の
費
用
負
担
で
処
分
さ
れ
ま
す
。

問
中
国
が
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
輸

入
を
中
止
し
た
影
響
で
、
笠
名

に
あ
る
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
で
も
事
業

系
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
受
け
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
か

答
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
受
け
入
れ

を
検
討
す
る
よ
う
国
か
ら
要
請

が
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
焼
却
炉
の

機
能
的
な
問
題
も
あ
る
た
め
、
現
時
点

で
は
検
討
す
る
こ
と
も
含
め
未
定
で
す
。

一般質問

清水澄夫

大
栄
環
境
に
つ
い
て

原
発
問
題
に
つ
い
て

・・
問
浜
岡
砂
丘
を
守
る
会
が
公
民
館

で
一
営
利
団
体
の
説
明
会
を
聞

く
こ
と
は
公
民
館
法
に
抵
触
し
な
い
か

答
任
意
団
体
の
自
主
的
な
取
り
組

み
の
た
め
、
社
会
教
育
法
の
公

民
館
運
営
、
そ
の
他
の
法
令
に
抵
触
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
子
供
支
援
委
員
会
が
、
大
栄
環

境
へ
の
視
察
募
集
を
し
た
。
こ

の
募
集
は
一
営
利
団
体
へ
の
利
益
誘
導

で
は
な
い
か

答
２
月
議
会
の
答
弁
の
と
お
り
問

題
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
住
民
投
票
条
例
を
求
め
る
署
名

は
、
１
万
１
、８
２
９
筆
で
有

権
者
数
の
44
％
だ
っ
た
。
環
境
、子
供
、

交
通
、
農
業
、
漁
業
な
ど
産
廃
施
設
に

対
す
る
意
見
は
厳
し
い
。
市
長
は
こ
の

署
名
数
を
重
く
受
け
止
め
る
と
発
言
し

た
が
、
条
例
が
成
立
し
住
民
投
票
に
進

め
ば
、
そ
の
結
果
を
尊
重
し
住
民
の
立

場
に
立
っ
て
判
断
を
下
す
の
か

答
現
時
点
で
は
、
住
民
投
票
条
例

に
か
か
る
本
請
求
が
提
出
さ
れ

て
い
な
い
た
め
回
答
は
控
え
ま
す
。

問
地
震
が
頻
発
し
、
東
海
地
震
に

加
え
南
海
ト
ラ
フ
も
連
動
す
る

危
険
も
あ
る
。
国
、
県
の
出
方
を
注
視

す
る
の
で
は
な
く
、
市
独
自
の
対
策
が

必
要
だ
。
避
難
経
路
、子
供
、高
齢
者
、

病
院
の
患
者
、
保
育
園
の
児
童
な
ど
課

題
は
計
り
知
れ
な
い
。
輸
送
手
段
な
ど

の
計
画
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か

答
原
子
力
災
害
の
市
独
自
の
計
画

と
し
て
、「
原
子
力
災
害
広
域

避
難
計
画
」
を
公
表
し
関
係
機
関
と
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。
保
育
園
、
幼
稚

園
、
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
は
、
原

則
、
保
護
者
へ
引
き
渡
し
ま
す
。
要
配

慮
者
は
、
原
則
、
自
家
用
車
で
の
避
難

と
な
り
ま
す
。
長
距
離
移
動
に
よ
り
健

康
リ
ス
ク
が
高
ま
る
要
配
慮
者
の
た
め

に
、
一
時
的
に
安
全
に
屋
内
退
避
す
る

こ
と
の
で
き
る
放
射
線
防
護
施
設
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
輸
送
手
段
の
確

保
と
し
て
、
市
内
の
バ
ス
会
社
、
運
送

業
者
と
協
定
を
結
び
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。


